




































研究の要約

厚生省が今後の地域保健サービスを、保健・医療・福祉の協働、市町村による実施の方向

で検討されており、母子保健サービスも市町村に全面的に委譲することが予定されている。

この時、内容レベルを低下させることなく実施するためには何が必要かについて、母性、

小児、心理、栄養等の各保健分野の専門家により健康診査、保健指導、訪問指導等のあり

方を検討し、また地域の特性を考慮した方式のメニュー、内容レベルを維持・向上させつ

つ行なうことのできる工夫等につき提言した。内容としては、①地域の実状に合わせた事

業の実施、②老人保健に見合う施策策定やシステムの構築、③要員の増加と確保、④医師

会、小児科医との連携、⑤心理職等専門家の援助の得方、⑥研修、⑦保健所や広域医療・

福祉施設等との連携、⑧障害児福祉、すべての住民を対象とした新しい福祉体系との連携、

⑨市町村で母子保健サービスを行なうためのマニュアル作成、などである。


